
郷土の漢文を教材化する

─ 淡路の漢詩人中田南洋 ─
令和5年6月4日 全国漢文教育学会

神戸大学附属中等教育学校 岡本 利昭



中
田
南
洋天

明
八
年
一
七
八
八

安
政
六
年
一
八
五
九

蜂
須
賀
氏

稲
田
氏
が
支
城
と
し
て
の
洲
本
城
を
支
配

延
享
ご
ろ

益
習
館

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
～
阿
波
藩
校

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
～
洲
本
学
問
所

初
代
教
官
は
左
の
二
名

藤
江
石
亭

中
田
謙
斎

石
亭
の
妻
は
謙
斎
の
姉

謙
斎
の
次
男
が
南
洋



右
上

中
田
謙
斉
顕
彰
碑
（
遍
照
院
）

右
下

洲
本

遍
照
院

左

藤
江
石
庭
の
墓
（
遍
照
院
）



右

中
田
南
洋
墓
（
稱
名
寺
）

左

南
洋
の
母

信
墓



田
村
文
石
に
よ
る
南
洋
を

追
悼
す
る
七
言
絶
句

拝
先
師
墓

墓
在
川
傍
町
称
名
寺

想
到
春
風
和
気
団

低
回
欲
去
涙
闌
干

清
明
時
節
梨
花
雨

濯
向
先
師
墓
上
寒

『
文
石
余
事
』
所
収



南
洋
を
語
る
に
は
母
を
語
る
べ
き
。

南
洋
母

信
墓
碑
銘

•

君
名
信
姓
井
高
氏
謙
斉

中
田
先
生
配
也
不
幸
先

生
中
年
而
卒
君
理
家
事

甚
篤
叔
父
瀛
洲
南
洋
二

先
生
之
成
其
徳
母
氏
能

孝
実
君
教
是
頼
云
嗚
呼

乎
哀
哉
以
天
保
五
年
甲

午
五
月
■
■
日
卒

■
欠
字



篠
崎
小
竹

浪
華
詩
文
稿

南
洋
に
つ
い
て
の
記
述

•

自
予
来
遊
淡
州
、
与
士
会
中
田
兄
相
識

有
年
矣
。

則
吾
先
子
亦
曾
与
之
相
識
焉
、
聞
其
以

好
学
謙
恭
、
事
親
而
孝
、
特
蒙
褒
賞
、

抜
列
教
職

頃
聞
其
以
孝
養
母
氏
、
而
終
其
寿
、
賞

賜
金
十
錠
、
其
妹
適
某
氏
、
亦
以
孝
其

姑
、
有
賜
金
之
賞
、

聞
士
会
今
齢
将
五
十
、
而
不
娶
無
子
、

是
其
或
不
免
乎
孟
軻
氏
所
謂
不
孝
之
大

者兄
弟
三
人
、
皆
終
身
不
娶
、
聞
士
会
有

兄
、
亦
不
娶
、
相
与
友
愛
侍
奉
、
使
母

氏
安
而
終
焉
。



黒
田
敏
夫
氏
所
蔵

中
田
南
洋

隷
書
軸

お
よ
び
神
農
図

黒
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら



隷
書
の
南
洋
と
し
て
高
名





•

南
洋
に
は
、
「
南
洋
先
生
詩
稿
」
と
い
う

著
書
が
残
さ
れ
て
い
る
他
、
掛
軸
等
の
美

術
品
も
た
く
さ
ん
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
著

書
に
は
、
２
５
２
首
の
詩
が
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
題
材
は
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。

•

詩
語
集
の
目
次
に
あ
り
そ
う
な
「
新
年
」

「
夜
烹
茶
」
「
探
梅
」
と
い
っ
た
詩
も
勿

論
あ
る
。

新
年

昨
夜
東
風
詞
客
家

春
光
粧
点
筆
生
花

多
年
蘊
得
胸
中
気

吐
作
青
天
一
斤
霞



だ
が
、
い
く
つ
か
内
容
的
に
も
数
的
に

も
特
徴
的
な
詩
題
に
気
づ
く
の
で
、
紹

介
し
て
い
き
た
い

ま
ず
、
淡
路
島
各
地
の
風
景
で
あ
る
。

沼
島

十
里
漁
村
日
下
舂

浦
楼
面
面
度
疎
鐘

海
門
暮
色
秋
惨
憺

半
入
禽
声
半
入
松

松
帆
晩
望

十
里
汀
沙
四
面
松

●
含
青
籟
雑
疎
鐘

残
陽
明
滅
千
帆
色

散
入
西
溟
暮
色
重

●
欠
字

虫
害



•

次
に
、
故
事
を
題
材
に
し
た
も
の
。

題
老
将
騎
馬
図

一
剣
嘗
摩
大
漠
風

霜
威
不
復
問
雌
雄

当
年
縦
使
鞍
頭
老

餘
勇
猶
看
絹
素
中

儒
者
だ
が
、
道
教
的
な
も
の
。

三
尸
な
ど

鎌
倉
懐
古

鶴
岡
廟
前
惨
夕
暉

英
雄
割
拠
事
多
非

月
来
華
表
寉
何
在

千
載
空
悲
丁
令
威



•

子
ど
も
は
居
な
い
が
、
紙
鶴
な
ど
遊
び

紙
寉

偶
裁
片
楮
象
仙
鳥

両
翮
装
成
未
冲
雲

此
性
由
来
厭
鷄
侶

如
今
却
入
女
児
群

鷄
母
鴨
雛
図

請
看
鷄
母
育
雛
時

卵
已
生
毛
何
用
疑

今
古
同
論
人
性
稟

天
然
善
悪
未
可
知

子
供
の
遊
び
や
子
供
へ
の

言
及
も
散
見
さ
れ
る



そ
の
他
最
も
目
を
引
く
詩
題
は
女
性

で
あ
る
。

九
日

白
衣
無
復
訪
寒
儒

黄
菊
蕭
条
酒
一
壺

此
日
猶
餘
旧
風
俗

登
高
何
必
挿
茱
萸



さ
ら
に
、
女
性
は
、
集
中
の
一
割
近
く
か

な
り
多
い

東
隣
美
女
歌

花
暖
緑
濃
鳥
語
深

歌
声
勾
引
倚
庭
陰

春
風
巧
寄
情
婉
思

悩
殺
男
児
鉄
石
心

麗
人

自
是
花
顔
傾
国
姿

紅
粧
何
用
重
蛾
眉

巧
作
●
●
情
艶
態

不
知
今
日
幾
人
痴



新
婚

華
燭
明
朝
喜
趨
陪

雲
鬢
蝉
鬢
暁
粧
開

最
憐
偕
老
百
年
契

擬
把
玉
簫
向
鳳
台

隣
家
美
人

春
風
吹
送
小
墻
陰

千
朶
垂
花
香
気
深

月
底
偏
通
閑
雅
意

清
歌
一
曲
報
琴
心



見
て
い
く
と
、
儒
者
と
し
て
の
一
面
と
同

時
に

晩
婚
（
非
婚
）
、
独
身
、
少
子
（
無

子
）
な
ど
の
心
情
を
見
て
取
れ
る
。

母
の
介
護
、
孤
独

子
ど
も
、
養
子
を
迎
え
る
こ
と
へ
の
思
い
。

そ
し
て
、
中
高
年
の
恋
愛
。

•

南
洋
の
作
品
か
ら
は
、
現
代
日

本
に
も
通
底
す
る
問
題
を
読
み

取
れ
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。



•
中
学
で
は
、
こ
の
軸
で
教
材
に
し
ま
し

た
。
隷
書
の
南
洋
と
い
う
こ
と
で
す
。

地
元
で
記
憶
す
る
に
は
、
や
は
り
教
育

か
ら
で
し
ょ
う
。

•

石
川
先
生
の
教
科
書
教
材
「
漢
詩
の
風

景
」
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
活
用
い
た

し
ま
し
た
。



•

伊
藤
聴
秋
の
師
で
あ
り
、
先
程
の
田
村

文
石
の
師
で
あ
り
ま
す
。
後
年
、
高
木

市
之
助
博
士
が
、
右
の
よ
う
に
語
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
「
国
文
学
五
十
年
」

（
岩
波
新
書
）

そ
う
考
え
ま
す
と
、
今
も
大
き
な
影
響

を
国
語
国
文
学
、
漢
文
学
に
間
接
で
は

あ
り
ま
す
が
、
与
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

•

ま
た
、
こ
う
い
う
詩
人
は
た
く
さ
ん
、

全
国
に
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い

う
人
物
の
記
憶
が
、
梨
袋
に
な
っ
て
い

く
の
を
恐
れ
る
次
第
で
す
。



梨
袋
と
い
う
の
は


